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R² 編集部から派遣学生へ

　皆さんの出発する夏が来ましたね。長く、また短い準備期間

が終わりを迎えようとしております。早い方は 7 月の下旬か

ら遅い人でも 9 月には現地について、生活を始めているでしょ

う。

そこで、今回のテーマは「HOSTFAMILY」です。

HOSTFAMILY と言っても様々なことがあります。今回はこの

一つのテーマにおいて、4 つに分類をして、HOSTFAMILY と

よりよい関係を持つためのアドヴァイスを用意しました。

　この記事をよんで皆さんには HOSTFAMILY とよい関係を築

いていただければ幸いです。

HOSTFAMILY



2003 年度 

ロシア派遣

石渡 雅大
イシワタ・マサヒロ

日本人というのは遠回しに言うことが

相手のことを思いやり、気遣いがある

と私は思っています。私自身そこまで

気にしながらしゃべっているとは自覚

していなかったのですが、ロシアでホ

ストファミリーとのやりとりで自分は

なんて遠回しな人間なんだろうと感じ

たことがありました。当時、私がステ

イしていたお宅が学校からかなり遠い

ところにあり、いつも通学はホストパ

パの運転で通っていました。あまりに

も遠すぎるので学校の近くにアパート

を借りているほどでした。このアパー

トはホストパパが仕事が終わったとき

にそこまで迎えに来て拾ってもらう待

合用途に使われていました。ある日、

私が少し遅くまで遊んでいて、逆にパ

パが早く仕事が終わったときがありま

した。自分は迎えに来てもらえばいい

と思いつつ、ちょっと迷惑をかけてし

まったなと思って電話をかけました。

素直に帰りたいんだけどと伝えればよ

かったのですが、「お父さん、忙しい？

時間ある？今、迷惑じゃなかったら迎

えに来てくれる？無理だったら別に良

いんだけど」とかなりの遠回しな言い

方をしました。するとパパは「帰りた

いのか、帰りたくないのかどっちなん

だ」と怒りました。

　このことから学んだことは、中途半

端にしたいことを言うべきではないと

いうことですね。

　したいことはしたいとはっきりいっ

て、ある程度ワガママになることが良

い経験に繋がると思います。迷惑か

も、自分のためになんか、なんて考え

るより私はこうしたいんだという意志

を伝えることが友達とのコミュニケー

ションにおいても、ホストファミリー

との関係においても大事なのではない

でしょうか。

　本当の家族になれるように皆さんも

努力を惜しまないでください。

日本人は遠回しがお好き？

2003 年度 

オーストラリア派遣

大槻 祐子
おおつき・ゆうこ

私の場合は一番目のホストファミリー

に遠慮しすぎていました。と、言うよ

りもどう接したらいいのか分からな

かったのでしょう。自分から気持ちを

伝えることは必要最低限で、せっかく

ホストファミリーの方から何かしよう

と誘われたのに気が乗らなかったり、

照れくさかったりして断ってしまった

り、母の日などの家族で過ごすイベン

トではなんだか自分が邪魔者のような

気がして部屋に行ってしまったり。自

分が引っ込み思案になればなるだけ相

手とコミュニケーションが取れず、お

互いにぎこちなくなっていきました。

　このままだといけないと思った私は

まずホストファミリーと話すように心

がけました。その日学校でどういうこ

とがあってどう感じたのか、宿題など

も手伝ってもらったりして、だんだん

と自分のしたいことや希望を伝えられ

るようになりました。相手に意志を伝

える、良い意味での図々しさが必要だ

と思います。それからはお互いに頼

み事をし合ったりして、以前よりか

ずっと一緒に過ごしやすくなりました

し、以降のホストファミリーともうま

くやっていけました。このホストファ

ミリーに遠慮していたなという点はホ

ストシスターやブラザーとの関わり方

にも関係してくると思います。私の場

合、良いと思ってやっていた家事が

きっかけでホストシスターとの関係が

ギクシャクしてしまった時期がありま

した。ホストのお母さんは良く手伝い

をする私とめったにしない娘を比べ、

それは娘からすれば面白くありませ

ん。きっとホストシスターに居心地悪

い思いをさせていたことでしょう。そ

れに気づいても急に家事を止めること

も出来ず、毎日間に挟まれたような感

じを受けたこともありました。これも

発端はコミュニケーションの不足から

です。私の信条の一つに挨拶とごめん

なさいは言ったもん勝ちと言うものが

あります。この場合も同じで何か気に

なることがあれば自分からアクション

を起こす。すると自分の思い込みだっ

たり、相手にも自分の気持ちが伝わっ

て、今まで悪い方向に進んでいたのが

良い方向になる場合もあります。

今当時に戻れるのならホストシスター

に遠慮せず、一言家事を一緒にしよう

と伝えるべきだったと思っています。

家事を私一人でするのは大変でした

言ったもん勝ち！

 



し、二人でやった方が早く終わるし、

何よりもホストシスターに居心地悪さ

を感じさせてしまうことも無かったこ

とでしょう。

ホストシスター、ブラザーと言ったっ

て別に自分が上や下の立場にならなく

てもいいんです。ホストペアレンツよ

りも年齢も近いからこそ何でも言い合

える友達のような関係がいいのだと思

います。

今回２つの事を皆さんにお伝えしま

す。

ホストファミリーやロータリーが何か

に誘ってくれた時にはいくら気乗りし

なくても行くべきです。行くと知らぬ

間に楽しんでいる自分がいたり、普段

とは違った形でコミュニケーションが

取れるのでこれからの生活に絶対に役

に立つはずです。

そして挨拶とごめんなさいは言ったも

ん勝ち！留学は言わばコミュニケー

ション能力を鍛える機会でもありま

す。是非自分から積極的にコミュニ

ケーションを取れる人になって欲しい

です。

留学生活の半分以上の時間を一緒に過

ごすホストファミリーとお互いにとっ

ていい関係を築くことは大切です。決

して無理はせず素直な気持ちで向かい

合ってください。

2006 年度 

ブラジル派遣

渡辺 ゆり恵
わたなべ・ゆりえ

留学中、ＨＦとの時間よりも、他の何

かを優先させてしまったことはありま

したか？

私の場合ホストファミリーとの仲は悪

くはなかったものの、本当の意味で家

族のような存在にはなれなかったきが

します。それは、私があまり家にいな

かこと、友達との付き合いに時間を多

くつかってしまい友達との仲は深まっ

たものの。そこが、わたしの、ホスト

ファミリーとの関係で後悔していると

ころですね。

はじめのうちは、なにかと遠慮してし

まって、どうしてよいやらわからな

かったものの。でも、自分から家事を

手伝ってみたり、お皿を洗うことくら

いなら、” お皿を洗いますよ ” という

言葉を調べれば言葉がなくても、でき

ますね♪でも、わからなくても、あき

らめず、会話に参加したり、一緒にテ

レビをみたりして、些細な時間を家族

としごしたらよいと思います。のちの

ちそういう時間が大切だったと気がつ

くのです。

ホストファミリーとの、時間は自分の

行動しだいでどうにでも変わることが

多いです。ただ、積極的になって下さ

い。ホストは喜んで助けてくれると思

います。

寝に帰る家にならないように、家族と

の時間を大切にして下さい。

ホストを引き受けてくれた家族のため

にも、正直にぶつかったらよいと思い

ます。変な遠慮と変な恥ずかしさはな

くして、3.4 ヶ月時には半年時間を共

にする家族なのですから。

ＨＦといる時間。



2005 年度 

韓国派遣

杉岡 美季
すぎおか・みき

このように後悔することは、帰国して

からよくあります。

本当の家族じゃない分、気を遣って疲

れたり、遠慮して無意識のうちに空き

時間をひとりで過ごしている。

きっとみなさんも派遣中に一度は体験

することでしょう。私もそうでした。

朝は早くから、それぞれ学校や仕事が

あるので、顔を合わせることはあって

もゆっくり話をする時間などありませ

ん。放課後は学校で夕飯を食べて帰る

ので、家に着くころにはもうぐったり

と疲れていました。「ただいま」を言

うとすぐに部屋に入り、ひとりの時間

を過ごすことがほとんどでした。ちょ

うどそのころは、韓国語がもっとうま

くなりたいという思いから、インター

ネットで韓国語のブログをしたり、韓

国ドラマを見るのに夢中でした。派遣

中はこれが間違っていると思ったこと

はなく、気が向いたときだけ HF との

時間を過ごすという、自由奔放な生活

をしていました。

だけどこれは間違いです。どんなに些

細なことでもいいので、派遣中は１分

１秒でも多く HF と過ごすことを心が

けてください。テレビを一緒に見る。

家事を手伝う。耳にタコができるほど

聞いているかもしれません。ほかの

ROTEX もたくさん書いています。な

ぜならそれは（一見大したことないと

思ってしまいそうですが）本当に重要

だからです。

最初は大変かもしれませんが HF とな

るべく多く一緒にいれば、いつしかそ

こが安らぎの場所となっているかもし

れません。ホストファミリーは派遣中、

あなたの大切なかけがえのない家族な

のです。帰国してからも私は第二の家

族だと思っています。

あの時間をホストファミリーと…

2006 年度 

アメリカ派遣

大沼 恵理
おおぬま・えり

私には、お世話になった４つの HF の

うち、３つの HF にホストブラザーと

シスターがいました。1stHF と 3rdHF 

の兄弟たちは、10 歳にも満たない子

ども達で、小さい子どもが好きな私に

とって、いい遊び相手になってくれま

した。彼らと一緒にお菓子を食べたり、

おもちゃで遊んだりしたことは、HF

との生活の中でも特に印象に残ってい

ます。しかし、2nd HF のときは少し

訳が違いました。

2nd HF には、19 歳と 16 歳のホスト

ブラザーがいました。22 歳のホスト

シスターもいましたが、彼女は大学で

寮暮らしをしていたため、家にはいま

せんでした。問題は、こんなに歳の近

い男の子たちと一緒に暮らすことが初

めてのことであって、彼らとどう接し

て良いのかさっぱり分からなかったこ

とです。男の子と何を話していいのか

も分からないし、兄弟としてどう接す

るべきかも分からない。会話は必要な

ことを伝えるときくらいでした。

これではいけないだろうとは思うけれ

ど、やっぱりわからない。というわけ

で、友達や ROTEX の先輩方に相談を

持ちかけてみることにしました。その

答えのほとんどは、「何でもいいから

話しかけてみること、質問してみるこ

と」。そう、話しかけることをしなけ

れば、友達としても、兄弟としても関

係を築くことはできないのです。

結局、その後状況が変わることはあり

ませんでした。最大の原因は自分に

あったからです。これはホストブラ

ザーとの関係だけにいえることではあ

りませんが、積極的に会話を持たなけ

れば、相手のこともわからないままで

あり、自分のことを知ってもらうこと

もできません。良い関係を築きたいの

であれば、積極的に話しかけること、

多くの時間、同じ空間を共有すること

が大切です。私のように「分からない」

からと言い訳している暇などないので

す。今思えば、同じ年頃の兄弟がいた

のは、2nd HF にお世話になっていた

ときだけです。同じ学校に通っていた

のだから、学校での生活ももっと楽し

いものになったのかもしれない。そう

思うと、あのときもっと積極的になれ

ていたらと悔やんでなりません。

ホストブラザーと



2005 年度 

オーストラリア派遣

椿 由美
つばき・ゆみ

ホストシスター・ブラザーがちょうど

自分と同じくらいの年齢で学校も同じ

だと、気もあいやすく話す機会も多く

作ることができると思います。しか

し、もちろん様々な家庭があるのでシ

スターが幼稚園生であることもあれ

ば、ブラザーはいつもは大学の寮に住

んでいてたまたま夏休みに帰省してい

ただけ、ということもあるでしょう。

年が離れていれば、誰でもどう接すれ

ばいいか一瞬戸惑うことがあると思い

ます。

そこで日本から持っていくものにも一

工夫してはどうでしょうか。私のホス

ト兄弟は大体同い年でしたが、始めの

ファミリーだけはホストクラブの会長

さんで、祖父母くらいの年齢の優しい

夫婦の方だったので、兄弟はいないの

だと思って和風の手ぬぐいや扇子をお

土産に持っていきました。しかし、し

ばらくすると近くに住む 5 人の子供

とさらに沢山の 3 歳～ 14 歳の孫が週

に 4，5 日は家にお茶を飲みに来るこ

とが分かりました。はじめは何をして

あげられるだろうと思いましたが、自

己紹介をしたあとに紙風船で遊んだり

宮崎駿の DVD を貸してあげたりして

いるうちにとても仲がよくなり、学校

では決して学ぶことのない鬼ごっこや

かくれんぼで使う英語も覚えることが

できました。ある日 6 歳の女の子が「今

日は由美と遊びたいからおばあちゃん

の家に来たのよ」と言ってくれたのを

聞いたとき、ここまで親しくなること

ができてよかったなとうれしく思いま

した。

派遣学生の皆さんも現地で新たな兄弟

が沢山できることを楽しみに準備を進

めてほしいと思います。

お土産に一工夫

2005 年度 

フランス派遣

平井 貴史
ひらい・たかし

私のホストファミリーには 11 歳の男

の子がいました。心を掴もうと、神楽

坂商店街で伝統的なおもちゃを探しま

した。独楽・剣玉は好評で、剣玉は私

と同年代の男の子も夢中でしたよ。挨

拶にもなるお土産を気に入ってもらえ

れば、ホームステイは幸先のいいス

タートを切れるのでは。相手の性別・

年齢を考えて、喜ばれそうなものを探

してみましょう。

　日常生活については、まず基本的な

ことですが、帰宅時はお互い玄関まで

顔を見に行っていました。

　また、自分の部屋のドアを開けてお

きました。閉まっているときは ｢壁｣

ですが、開けておけば部屋は ｢開かれ

た場｣になり、ドアはコミュニケーショ

ンツールにもなれるのです。こうする

ことで、声が通るため家族は声を掛け

てきましたし、弟はよくぶらっと部屋

に寄ってきました。覗かれてはまずい

ことなんて滅多にないでしょうし、こ

れはお勧めします。

　あとは、なるべく時間を共有するよ

うにしていました。彼が居間でテレビ

を見ていたら一緒に見ましたし、２人

ともサッカーが好きだったので、時々

公園でボールを蹴ったりしました。例

えば学校生活でもそうでしょうが、関

わる時間が長い人ほど仲良くありませ

んか。多くの時間を共有すればそれだ

け話をする機会がある訳ですから、積

極的に話をしましょう。みんな同じ

で、たくさん話せば話すだけ打ち解け

ます。仲良くなるにはそれが一番です。

　１つ確実なこと。大事なのは話すこ

とです。

ドア。



2001 年度 

アメリカ派遣

相川 かよ
あいかわ・かよ

" 宗教 " と " 信仰心 " とは異なるもの

ですが、

「なにかを心の底から " 信じる力 "、"

信仰心 " は、その人間の　核　となっ

ている。」と、いうことを１０ヶ月の

アメリカ田舎町への留学を通して体験

しました。

私が派遣させて頂いた時期がちょうど

　９．１１　と重なったこともあり良

い影響・良くない影響、両方とも感じ

ました。

良くない影響とは、キリスト教とイス

ラム教に対して悲惨かつ " 自己中心的

" なイメージを持ったこと。

良い影響は、自分の宗教や信仰心をは

じめ世界の宗教に関して生まれて初め

て興味を持ち始めたことです。（日本

に住んでいる時は宗教や信仰心につい

て考える機会がほとんどなかったの

で）

そして、一番大切なことは、様々な宗

教があり、信仰様式も多々ある。

と、いうことを拒否せずに　" 受け入

れる "　ことだと思います。

そのうえで、

　１．自分が何を信じているのか？

　２．家族（自分を含む）の信仰して

いるモノ（宗教）はなにか？

　　　　そして、その宗教について基

本的な知識をつけておく。

　３．日本人の宗教観を知る

　４．日本の宗教の歴史を知る

　５．日本人の　神　や　スピリット

　について知識をつける

　６．各宗教の基本的な知識をつける

以上のことが、大切だと思います。

他文化の人々を知るうえでその文化の

宗教（信仰の対象）を知る、というこ

とはとても大切なことなので基本的な

知識は、留学する前に日本語でよ～く

理解しておくのをオススメします。（世

界の芸術や文化はすべて宗教・信仰す

ることが基になって生まれていますし

ね！）

日本に居ると宗教と聞くと何だか嫌な

雰囲気がしますが、世界の文化の発祥

となっていたり、面白いこともたくさ

んあるので楽しみながら知識をつけら

れると良いですね。

それでは、派遣学生のみなさん！

「リラックスして自分らしく、そして

楽しみながら留学生活を楽しんでくだ

さいね！」

なにか心配なことや不安なことがあれ

ばメールお待ちしています。

＊日本の宗教観や信仰心を知るには下

記の資料がオススメです。

　・DVD：　宮崎駿さんの「トトロ」、

「ナウシカ」、「もののけ姫」等

　・書籍：　中沢新一さん著　「カイ

エソバージュ」シリーズ

宗教と信仰心



2006 年度 

ブラジル派遣

立入 朗人
たちいり・あきと

こんなことを僕は派遣前、心の中で決

めました。日本で宗教とは無縁の生活

を送っていた僕は、宗教と関わること

に恐れを感じていました。

でもどんなに避けようとしても、留学

中に宗教と関わる機会は何度か訪れま

した。ある日、ホストファミリーから

ある宗教を信仰している人を紹介さ

れ、その協会に行ってみないかと誘わ

れたことがありました。正直それはあ

まり気の進む話ではありませんでした

が、ホストファミリーの顔を立てると

いう気持ち、そしてブラジルの文化を

知るための良い機会だと考えてその協

会に行ってきました。その他に、ホス

トファミリーに連れられて日曜礼拝に

も何度か訪れましたが、自分にとって

どれも貴重な体験となりました。

そこで宗教にどっぷり漬かってしまっ

たら、確かにそれは問題です。だから、

もしもホストファミリーから宗教に入

るように勧誘されたら、例えそこでホ

ストファミリーとの信頼関係が崩れよ

うとそれは絶対に断るべきです。でも

もしも、ホストファミリーがその国の

文化としての宗教を見せるために、協

会へ連れて行ってくれると言うのであ

れば、その機会は有効活用するべきで

す。皆は国際親善大使として派遣先の

国のことを知る必要があるので、宗教

をあくまで客観的な立場から見て、そ

の国の文化の１つとして利用すればい

いと僕は考えています。

留学中に宗教とは関わらない！

1999 年度

ブラジル派遣

稲葉 大
いなば・ひろし

「君には今、二つの選択肢がある。今

すぐここを出て行くか、それとも日本

に帰るかだ」第二ホストファミリーに

こんなことを言われましたし、第一ホ

ストファミリーともうまくいかなかっ

た自分は、ホストファミリー（以下

HF）とうまく行かないことに関して

はちょっとした権威なんじゃないかと

思います。とても恥ずかしい話ですが。

ポイントは８つあります。①自分の部

屋に閉じこもる、②自分から話しかけ

ない、③笑顔で挨拶をしない、④料理

や習慣を拒絶する、⑤友達と遊んでば

かりでろくに連絡もしない、⑥日本の

ことばかり考えている、⑦他の HF と

比較して不満を漏らす、⑧とりあえず

HF のせいにする。

以上 8 点をしっかり実践すれば、HF

とばっちり険悪になれます。しかし逆

に、以上の 8 点と正反対のことをす

るように努めれば、HF の関係は悪く

なることは少ないです。

　HF はボランティアであなたのこと

を迎え入れてくれています。そしてど

の HF もあなたと良好な関係を結びた

いと願っています。緊張や言葉や習慣

の違いから、はじめはあなたの頭が

真っ白になってしまうかもしれません

が、上に挙げた 8 点の正反対のこと

をするように心がけてみてください。

そしてもし、HF とうまくいかなくなっ

たときは 8 点のいずれかに自分が当

てはまっていないか、省みてください。

HF とはたいへん良好な関係を築くこ

とができましたよ。ただ万が一、どう

しても HF とうまくいかない場合は、

カウンセラーまたは身近なロータリア

ンに相談しましょう・

8 つのポイント
2006 年 6 月号より再掲載
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